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《 第７ ７ 回景況ア ン ケート 調査(平成２ １ 年９ 月調査) 》  

と よ し ん景況天気図 
 

現 状 見通し  
     

         調 査 時期 
業  種 

21/7～21/9 21/10～21/12 

総 合      
  

製 造 業      
     

卸 売 業 
  

小 売 業      
  

サービ ス業 
  

建 設 業      
  

 

《 記号の意味》  

Ｄ Ｉ 数値 30 以上 良 い      

Ｄ Ｉ 数値 10 以上 ～ 30 未満 やや良い  
 

Ｄ Ｉ 数値 ▲10 未満 ～ 10 未満 普 通     
 

Ｄ Ｉ 数値 ▲10 以下 ～ ▲30 未満 やや悪い  
 

Ｄ Ｉ 数値      ▲30 以下 悪 い      

 

《 Ｄ Ｉ の意味》  

Ｄ Ｉ と は、 ディ フ ュ ージョ ン ・ イ ン デッ ク ス （ 拡散指数） の略で、 増加（ 良い） 企業 

の割合から 減少（ 悪い） 企業の割合を差し引いた値を指数化し たものを いいま す。  
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要  旨 
 
『 当地区の景況は、厳し い状況が続いているが、最悪期を脱し て回復傾向を示し て いる 。』 

 当期（ 7～9 月） のＤ I は、 業況▲28. 5（ 前期比＋11. 7 ポ イ ン ト ）、 売上▲25. 1（ 前期比

＋14. 8 ポイ ン ト ）、収益▲21. 3（ 前期比＋16. 1 ポイ ン ト ） と 、全てのＤ Ｉ に おいて前回よ

り 改善さ れ、 底入れし た と みら れるが、 依然厳し い状況が続いている 。 前年同期比では、

業況▲17. 7 ポイ ン ト 、 売上▲21. 0 ポイ ン ト 、 収益▲5. 2 ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において

下回っ ている 。 一方、 来期見通し （ 10～12 月） につ いては、 業況▲15. 7（ 当期比＋12. 8

ポイ ン ト ） 売上▲6. 8（ 当期比＋18. 3 ポイ ン ト ） 収益▲11. 3（ 当期比＋10. 0 ポイ ン ト ） と

全てのＤ Ｉ においてマ イ ナス幅はさ ら に縮小し 、 回復傾向を示し ている 。  

 

  業況Ｄ Ｉ  

最近 3 ヵ 月の業況Ｄ Ｉ は、 総合▲28. 5 と 前期比 11. 7 ポイ ン ト 改善し た。（ 前年同期比

▲17. 7 ポイ ン ト ）。業種別では、製造業▲32. 2（ ＋27. 1 ポ イ ン ト ）、卸売業▲29. 0（ ＋6. 4

ポイ ン ト ）、 小売業▲21. 1（ ＋4. 8 ポイ ン ト ）、 サービ ス業▲17. 5（ ＋10. 4 ポイ ン ト ）、 建

設業▲47. 1（ ＋1. 0 ポイ ン ト ） と 全業種で改善し た 。 先行き（ 10～12 月） は、 製造業（ ＋

17. 1 ポイ ン ト ）、 卸売業（ ＋9. 6 ポイ ン ト ）、 小売業（ ＋8. 8 ポイ ン ト ）、 サービ ス業（ ＋

15. 4 ポイ ン ト ）、建設業（ ＋11. 5 ポイ ン ト ） と 全業種で、さ ら なる改善の見通し 。総合で

は▲15. 7 と 当期比＋12. 8 ポイ ン ト （ 前年同期比▲4. 6 ポイ ン ト ） を示し ている 。  

 売上Ｄ Ｉ  

最近 3 ヵ 月の売上Ｄ Ｉ は、 総合▲25. 1 と 前期比 14. 8 ポイ ン ト 改善し た。（ 前年同期比

▲21. 0 ポイ ン ト ）。業種別では、製造業▲24. 7（ ＋36. 0 ポ イ ン ト ）、卸売業▲24. 2（ ＋3. 5

ポイ ン ト ）、 小売業▲24. 6（ ▲3. 9 ポイ ン ト ）、 サービ ス業▲16. 5（ ＋13. 6 ポイ ン ト ）、 建

設業▲47. 1（ ＋2. 9 ポイ ン ト ） と 小売業を除き改善し た。 先行き（ 10～12 月） は、 製造業

（ ＋19. 9 ポイ ン ト ）、 卸売業（ ＋17. 7 ポイ ン ト ）、 小売業（ ＋21. 1 ポイ ン ト ）、 サービ ス

業（ ＋25. 8 ポイ ン ト ）、 建設業（ ＋21. 1 ポイ ン ト ） と 全業種で、 さ ら なる改善の見通し 。

総合では▲6. 8 と 当期比＋18. 3 ポイ ン ト （ 前年同期比▲5. 8 ポイ ン ト ） を示し ている 。  

  収益Ｄ Ｉ  

最近 3 ヵ 月の収益Ｄ Ｉ は、 総合▲21. 3 と 前期比 16. 1 ポイ ン ト 改善し た。（ 前年同期比

▲5. 2 ポイ ン ト ）。業種別では、製造業▲24. 7（ ＋33. 6 ポ イ ン ト ）、卸売業▲24. 2（ ＋0. 4

ポイ ン ト ）、小売業▲15. 8（ ＋10. 1 ポ イ ン ト ）、サービ ス業▲16. 5（ ＋9. 5 ポ イ ン ト ）、建

設業▲33. 7（ ＋9. 7 ポイ ン ト ） と 全業種で改善し た。先行き（ 10～12 月） は、 製造業（ ＋

15. 8 ポイ ン ト ）、 卸売業（ ＋4. 8 ポイ ン ト ）、 小売業（ ＋7. 0 ポイ ン ト ）、 サービ ス業（ ＋

15. 5 ポイ ン ト ）、 建設業（ ＋12. 5 ポイ ン ト ） と 全業種で、 さ ら なる改善の見通し 。 総合

では▲11. 3 と 当期比＋10. 0 ポイ ン ト （ 前年同期比▲1. 5 ポイ ン ト ） を示し ている 。  
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と よ し ん景況調査 

《 調査要領》  

調査対象時期  平成２ １ 年  ７  月 ～ ９  月   実 績    

              平成２ １ 年  １ ０ 月 ～１ ２ 月   見通し  

 

調                  査                  方               法 聞き取り ア ン ケート 調査 

                 

調査対象企業の内容

製造業
24%

卸売業
11%

小売業
10%

サービス業
17%

建設業
17%

不動産業
6%

その他
15%

 

Ｄ    Ｉ   の          推         移 

＜業  況＞      （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期 

業 種   

平成 20年 

7～9月 
10～12 月 

平成 21年 

1～3月 
4～6月 7～9月 

10～12 月 

見通し  
  

総 合 ▲10. 8 ▲11. 1 ▲32. 5 ▲40. 2 ▲28. 5 

 

▲15. 7 

 
↑ 

製 造 業 ▲10. 7 ▲15. 3 ▲57. 4 ▲59. 3 ▲32. 2 

 
▲15. 1 ↑ 

卸 売 業 ▲6. 6 ▲1. 6 ▲30. 2 ▲35. 4 ▲29. 0 

 

▲19. 4 

10. 5 
↑ 

小 売 業 ▲8. 8 ▲10. 2 ▲25. 5 ▲25. 9 ▲21. 1 

 
▲12. 3 ↑ 

サ ー ビ ス 業 ▲2. 8 0. 0 ▲25. 5 ▲27. 9 ▲17. 5 

 
▲2. 1 ↑ 

建 設 業 ▲20. 0 ▲19. 1 ▲31. 0 ▲48. 1 ▲47. 1 

 
▲35. 6 ↑ 

＜売  上＞      （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期  

業 種   

平成 20年 

7～9月 
10～12 月 

平成 21年 

1～3月 
4～6月 7～9月 

10～12 月 

見通し   

総 合 ▲4. 1 ▲1. 0 ▲29. 5 ▲39. 9 ▲25. 1 ▲6. 8 ↑ 

製 造 業 ▲6. 4 ▲11. 7 ▲58. 2 ▲60. 7 ▲24. 7 ▲4. 8 ↑ 
卸 売 業 3. 3 19. 4 ▲23. 8 ▲27. 7 ▲24. 2 ▲6. 5 ↑ 
小 売 業 1. 8 1. 7 ▲27. 5 ▲20. 7 ▲24. 6 ▲3. 5 ↑ 
サ ー ビ ス 業 1. 9 ▲1. 0 ▲20. 6 ▲30. 1 ▲16. 5 9. 3 ↑ 
建 設 業 ▲9. 0 ▲8. 2 ▲25. 7 ▲50. 0 ▲47. 1 ▲26. 0 ↑ 

＜収  益＞     （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期  

業 種   

平成 20年 

7～9月 
10～12 月 

平成 21年 

1～3月 
4～6月 7～9月 

10～12 月 

見通し   

総 合 ▲16. 1 ▲9. 8 ▲30. 5 ▲37. 4 ▲21. 3 ▲11. 3 ↑ 

製 造 業 ▲22. 9 ▲19. 7 ▲48. 9 ▲58. 3 ▲24. 7 ▲8. 9 ↑ 
卸 売 業 ▲11. 5 ▲3. 2 ▲33. 3 ▲24. 6 ▲24. 2 ▲19. 4 ↑ 
小 売 業 ▲7. 0 ▲1. 7 ▲31. 4 ▲25. 9 ▲15. 8 ▲8. 8 ↑ 
サ ー ビ ス 業 ▲1. 9 ▲4. 0 ▲27. 5 ▲26. 0 ▲16. 5 ▲1. 0 ↑ 
建 設 業 ▲23. 0 ▲19. 1 ▲27. 4 ▲43. 4 ▲33. 7 ▲21. 2 ↑ 

 

調査対象企業  当金庫取引先 586 社 

   

分               析               方                 法 

 各質問項目で ｢増加(上昇) ｣し た と

す る 企業が全体に 占め る 構成比と 、

「 減少(下降) 」 し た と する企業の構成

比と の差(Ｄ Ｉ ・ 判断指数)を中心に  

分析し ていま す。  

 



 4 

総   合 
 

当期（ ７ ～９ 月） は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ＋１ １ ． ７ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ＋１ ４ ． ８ ポイ

ン ト 、 収益Ｄ Ｉ ＋１ ６ ． １ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において改善し た。 来期見通し （ 10～１

２ 月） は全てのＤ Ｉ においてマ イ ナス幅は縮小し 、 さ ら なる改善の見通し と なっ ている 。  

 業種別にみる と 、 製造業では、 ハイ ブ リ ッ ド 車を中心と し た一部車種のみが好調で、 全

体では横這いか微増の状況。 受注がピ ーク 時の７ 割程度に回復し てき た企業もあるが、 金

型・ 工作機械等は、 依然低迷し ている 。  

 卸売業では、 天候不順や冷夏のため夏物衣料品、 酒類は販売不振である 。 住宅関連は、

環境への配慮から 国内材志向が高ま っ ているが、 景気低迷から の所得減少等によ り 住宅着

工件数は低迷し ている 。  

 小売業では、 定額給付金やプ レ ミ ア ム商品券の効果は限定的であり 、 冷夏の影響から 、

エ ア コ ン を中心と し た電化製品の売上は、 例年に比べ２ 割程度の落込みと なっ た 。  

 サービ ス業では、 ホテル ・ 旅館業は、 新型イ ン フ ルエ ン ザ流行によ る観光客のキャ ン セ

ル増加やビ ジネス客の減少から 、 売上は大幅な減少と なっ ている 。  

 建設業では、 大型物件の着工延期や計画の見直し が依然続いており 、 耐震化や建物補強

と いっ た小口工事を受注し 、 売上を確保し ている 。  

過去10年間の推移（季節調整値）

-35

-3 0

-2 5

-2 0

-1 5

-1 0

- 5

0

5

1 0

1 5

2 0

業況 売上 収益

     １０年 １１年 １２年  １３年  １４年  １５年  １６年  １７年 １８年  １９年   ２０年   ２１年 

 

業況・売上・収益の推移＜総合＞
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9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月
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Ｄ
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収益

（ 見通し ）  
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過去10年間の推移（季節調整値）

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

業況 売上 収益

製 造 業  

 

当期は前期比で業況Ｄ Ｉ ＋２ ７ ． １ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ＋３ ６ ． ０ ポイ ン ト 、 収益Ｄ Ｉ

＋３ ３ ． ６ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において改善し た。 来期は当期比で業況、 売上、 収益 

Ｄ Ｉ の全てにおいてマ イ ナス幅は縮小し 、 さ ら なる改善の見通し と なっ ている 。  

 自動車関連では、 ハイ ブ リ ッ ド 車を中心と し た一部車種のみが好調で、全体では横這い

か微増の状況。 受注がピ ーク 時の７ 割程度に回復し てき た企業もある が、 金型・ 工作機械

等は、 依然低迷し ており 、 人員削減を さ ら に進める可能性もある 。  

 食品関連では、 天候不順や冷夏の影響から 、 ゼリ ーを はじ めと する季節商品の売上は、

低調と なっ た 。小麦価格等は安定し ているが、 ダ ン ボールや輸送コ ス ト の引下げには至っ

ていない。  

 

   １０年 １１年 １２年  １３年  １４年  １５年   １６年  １７年  １８年  １９年   ２０年   ２１年 

業況・売上・収益の推移＜製造業＞

-80
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-20
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20

40

60

9月 12月 3月 6月 ９月 12月 3月 6月 9月 12月

19年 20年 21年

Ｄ
Ｉ数
値 業況
売上
収益

（ 見通し ）  
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卸 売 業 
 

 当期は前期比で業況Ｄ Ｉ ＋６ ． ４ ポイ ン ト 、売上Ｄ Ｉ ＋３ ． ５ ポイ ン ト 、収益Ｄ Ｉ ＋０ ．

４ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ に おいて改善し た。 来期は当期比で業況、 売上、 収益Ｄ Ｉ の全て

においてマ イ ナス幅は縮小し 、 さ ら なる改善の見通し と なっ ている 。  

 天候不順や冷夏のため夏物衣料品、 酒類は販売不振と なっ ている 。 住宅関連では、 環境

への配慮から 国内材志向が高ま っ ている が、 景気低迷から の所得減少等によ り 住宅着工件

数は低迷し ている 。 も と も と 利益率の低い業界であり 、 経費削減に努めても 、 利益確保が

難し く なっ ている 。  

過去10年間の推移（季節調整値）

-40
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- 10

0
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業況 売上 収益

     １０年 １１年 １２年  １３年  １４年   １５年  １６年  １７年  １８年  １９年  ２０年  ２１年 

業況・売上・収益の推移＜卸売業＞
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（ 見通し ）  
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小 売 業 
 

当期は、 前期比では業況Ｄ Ｉ ＋４ ． ８ ポイ ン ト 、 収益Ｄ Ｉ ＋１ ０ ． １ ポイ ン ト 、 売上Ｄ

Ｉ ▲３ ． ９ ポイ ン ト と 業況、 収益Ｄ Ｉ は改善し 、 売上Ｄ Ｉ は低下し た。 来期は当期比で業

況、 売上、 収益Ｄ Ｉ の全てにおいてマ イ ナス幅は縮小し 、 さ ら なる改善の見通し と なっ て  

いる 。  

定額給付金やプ レ ミ ア ム商品券の効果も限定的で、 目にみえる程の効果は得ら れなかっ

た 。 冷夏の影響から 、 エ ア コ ン を中心と し た電化製品の売上は、 例年に比べ２ 割程度の落

込みと なっ ている 。  

 自動車販売では、 ハイ ブ リ ッ ド 車を中心と し た エ コ カ ー減税対象車は売上増加し たが、

対象外の車種については苦戦が続いている 。 大型・ 高級・ 商用車および中古車は依然低迷

し ている 。  

 ガ ソ リ ン ス タ ン ド では、 高速道路のＥ Ｔ Ｃ割引実施にもかかわら ず、 遠出を控える傾向

から 、 売上は微増にと ど ま っ ている 。 ま た 、 自動車の燃費向上によ り 、 １ 世帯あたり の消

費量減少や競合店舗と の競争激化によ り 、 収益確保は難し く なっ ている 。  

過去10年間の推移（季節調整値）

-25

-20

- 15

- 10

-5

0

5

10

業況 売上 収益

          １０年  １１年  １２年  １３年 １４年  １５年  １６年  １７年  １８年 １９年 ２０年  ２１年 

業況 ・売上 ・収益の 推移＜小売業＞
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（ 見通し ）  
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サービ ス業 
 

当期は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ＋１ ０ ． ４ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ＋１ ３ ． ６ ポイ ン ト 、 収益Ｄ

Ｉ ＋９ ． ５ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において改善し た。 来期は当期比で業況、 売上、 収益Ｄ

Ｉ の全てにおいてマ イ ナス幅は縮小し 、 さ ら なる改善の見通し と なっ ている 。  

 ホテ ル・ 旅館業では、新型イ ン フ ルエ ン ザ流行によ る観光客のキャ ン セル増加やビ ジネ

ス客の減少から 、 売上は大幅な減少と なっ ている 。  

 医療・ 保健衛生では、 新型イ ン フ ルエ ン ザ流行から 、 発熱患者への対応に苦慮し ている

状況。 現状では、 患者数に大きな変化はおき ていないが、 流行拡大によ っ て感染を防止す

るため、 一般患者の来院減少の影響が懸念さ れている 。  

 飲食業では、冷夏のためビ ール等の飲料部門が伸びず、前年に比べ２ ～３ 割の売上減少

と なっ ている 。集客のため安価なラ ン チサービ ス を展開し ている店舗もあるが、利幅が低

く 、 ま た夜の売上増加に結びついていない。 ま た 、 消費者の節約志向から 、 客単価の高い

高級店舗ほど売上の減少幅が大き く なっ ている 。  

 

過去10年間の 推移（季節調整値）
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建 設 業 
 

当期は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ＋１ ． ０ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ＋２ ． ９ ポイ ン ト 、 収益Ｄ Ｉ ＋

９ ． ７ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において小幅ながら 改善し た。 来期は当期比で業況、 売上、

収益Ｄ Ｉ の全てにおいて マ イ ナス幅は縮小し 、 さ ら なる改善の見通し と なっ ている 。  

公共工事については、例年７ ～９ 月は受注が少なく 、 第二東名高速道路や２ ３ 号バイ パ

ス工事等の大型案件の受注は、大手ゼネコ ンが占めており 地元企業への恩恵は少ない。民

間工事の受注が低迷し ている ため、公共工事の入札業者が増加し 、単価の引下げを招いて

いる 。大型物件の着工延期や計画の見直し が依然続いており 、 耐震化や建物補強と いっ た

小口工事を受注し 、 売上を確保し ている状況と なっ ている 。  

 

 

 
      

過去10年間の推移（季節調整値）
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そ  の  他 
 

水 産 業 

養鰻業は、 シラ スは豊漁であっ たが、 う なぎの需要期に品薄状態であっ たため高値で推

移し ている 。 今後は若干の価格低下見通し であるが、 国内産の需要が強く 、 当面は大幅な

値崩れは発生し ない見込みである 。  

 

 

 

農 業 

主要品目である夏物キャ ベツ は、天候不順によ る日照不足から 成育不順のため、例年に

比べ３ ～５ 割程度の高値推移と なっ ている 。 そ の他、 メ ロ ン を はじ めト マ ト ・ はく さ い・

ブ ロ ッ コ リ ー等について も同様に高値推移と なっ た 。  

 近年の傾向と し て、栽培に手間がかかる う え相場変動の激し い夏物果物を廃止し 、 １ １

月頃から キャ ベツ を中心と し た冬物野菜の作付け準備を行う 農家が増加し ている 。  

 

 

 

運 輸 業 

 野菜輸送を中心と し ていた先は、 自動車関連と 比較し て落込みは少ないも のの、 依然厳

し い状況。 昨年に比べ原油価格は低下し ている も のの、 荷主から の値下げ要請も強く 利益

確保には至っ ていない。 自社ト ラ ッ ク の稼働率を上昇さ せ、 経費削減と と も に取引先の見

直し 等を進める必要もある 。  

 

 

 

不 動 産 業 

景気低迷から の所得減少等によ り 買手の動きは依然鈍い。 売買の中心は１ ５ ～２ ０ 百万

円で、 大型物件は買手がみつから ない状況にある 。 住宅分譲用地は売れ残り が目立ち 、 価

格を下げて販売を開始し ている 。 ま た 、 不動産業者への問合せ件数も昨年の半数以下と い

う 状況で、 当面厳し い状況が続く も のと 思われる 。 なお、 事業用地も低調で、 貸倉庫・ 貸

テナン ト 等の空室が目立っ ている 。  


